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●第 18 回日本ジャンボリー2022 年で 

はホットな News を！ 

今年の夏は猛暑の中、第 17 回日本 

ジャンボリーが金沢の能登で開催され 

ましたが、4 年後の第 18 回の開催地 

が東京に決まりました。 

2020 年に東京オリンピックが開催 

された 2 年後の 2022 年日本各地から、 

また近隣諸国からスカウトが東京に集結します。 

皆さんが住んでいる東京は日本に住んでいる 10 人

に 1 人が暮らしている都市、世界に類の見ない政治、

経済、教育、人、金が集る大都会東京での開催です。 

東京人として何を発信し何を与え、共有できるか？ 

答えは皆なの手の中にあります。今から楽しみです

ね！ 

 

●日本連盟本部・東京連盟の移転 

ボーイスカウト日本連盟本部が三鷹市ボーイスカ

ウト会館から文京区の本郷に移転したのが 2011 年 10

月、そして今年 10 月には杉並区下井草に移転しまし

た。(新住所東京都杉並区下井草 4-4-3 

 電話 03-6913-6262) 

スカウトショップは 10 月下旬までは営業との事で

すが、スカウトショップは横浜駅の高島屋 5 階にもあ

りますのでお住まいの地域によってはそちらの方が

便利かとも思います。 

また、登録料に関しては 2019 年よりスカウト 4,000

円、指導者 8,400 円に改正されましたことお伝えして

おきます。 

 
 

今回もみんなの顔が見える半円形の会場設定。 

育成会を代表して巌谷ご住職の挨拶、団委員長は前回に引

き続き「カモノハシ」のように頑張ろうという決意表明！ 

指導者の任命、これまでの任命状に替り団委員長手作りの

（メダル）で副長・（王冠）で隊長の任命がおこなわれま

した。笑顔があふれる任命でした。 

今回はビーバー３名、カブ１名が入団しました。 

ビーバーからカブへ、カブからボーイへと上進。 

今年度からまたボーイが増えて２班体制が組めますね！ 

表彰！ 

皆勤賞・

スーパー

カブの表

彰がおこ

なわれま

した。 

第２部として、

各隊の夏季行事

や日本ジャンボ

リー参加の報告

がありました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐藤ボーイ・ベンチャー隊長 

ボーイ隊は今年度から久しぶりに 2班体制になりました。昔に比べたら 2班？！と思われる方もいらっ 

しゃるかもしれませんが、最近の環境からすれば羨ましいとも思われるかもしれない状況です。 

元々ボーイ隊はパトローリングと呼ばれる班体制を基本とし、それぞれの班長を主体とします。 

指導者は班長を、班長が班員を指導する。 班は班集会で練習、準備をし隊集会を本番とする。その 

ため班長は班員のお手本となり、信頼されなければならない。 

これがボーイ隊活動の目的の一つでボーイ隊が団の原隊と言われる理由でもあります。 

またベンチャー隊はボーイ隊で培ったスキルを発揮し、後輩スカウトのサポートをメインに個々のプロ

ジェクトを実行していきます。 

今年度はこの班体制の再構築に指導者達は注力します。 

また、他団体と差別化する目的で今まで同様に「火」と「ナイフ」を使う活動をメインに行っていきます。 

今年度は若いリーダーも増えましたのでスカウトとの距離も縮まり、より楽しい活動を目指していきます。 

 

 

 １０月７日、新年度最初の隊集会を祐遊広場で行いまし

た。新たにカブ隊加わったスカウトは、慣れない新しい制

服を着ているからなのか、普段は賑やかなのに今日は口

数も少なく妙に静かです…。なのでまずは「いつも元気」

を目指して、大声を無理やり(？)出してみたり、ソングの

練習を頑張ってみたりからスタート。 

さて今回のテーマは「基本訓練」ということで、今後

の活動を楽しく充実したものにするのに欠かせない、集

合体形などを練習しました。初めは戸惑っていたスカウト

も、徐々に雰囲気になじめていっているようでした。 

佐藤カブ隊長 

     今年度カブ隊の隊長を仰せつかり 

ました佐藤です。 

今年は基本に立ち返って「やくそ 

く」と「さだめ」を大切な指針とし 

て活動を行っていきます。 

具体的な活動としては、ビーバー 

隊の「楽しく」、ボーイ隊の「規律正 

しく」をどちらも程よく取り入れ、二

つの隊の橋渡しの役目を果たせるようにした

い、また、野外活動の技能を多く取り入れ、昨

年よりもキャンプライクな活動を増やしていき

たいと思っております。 

1 年間よろしくお願いいたします。 

高根ビーバー隊長 

9 月より 3 名の小学 1 年生男子がビーバー隊に入団 

しました。 

3 人共それぞれ環境も性格も違い個性豊かです。 

ビーバー隊は、げんき、ものと大切に！のきまりの中 

でなかよくを心がけ活動をしていきたいですね！ 

そしてボーイスカウト全体のスローガンとしては日々 

の善行も忘れないようにしていきたいと考えており

ます。 

親として、社会人として経験豊富で奉仕の心を持った井澤さん、 

山中さんと供にスカウトが 1 年間怪我をせず、楽しく活動が 

出来るように努めます。 

 

 

 

９月７日、新年度最初の集会は、横浜の「野毛山動物

園」に」ハイキング。祐天寺に集合し電車で桜木町まで。

ここから 1 キロほど歩いて動物園。途中はふざけながらの

のんびりハイクで、予定よりも３０分遅れで到着しました。 

好天の日曜でかなりの人出でした。当日は「動物感謝

の日」で「亡くなった動物たちの慰霊祭」をおこなってお

りビーバー達も献花をおこないました。野毛山はこじんま

りした動物園ですがビーバー達は興味津々、自由気まま

に見学。お昼ご飯の後も少し動物を見て帰りました。  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
ボーイスカウト目黒１団機関紙・らしんばん    編集・作成：団委員会広報担当     No.691 （SINCE1959） 

  
９月２３日、三田防災会館において日本ジャンボリー参加１３隊の報告会がありました。 

報告会には、１３隊全てのスカウトが参加することはできませんでしたが日本ジャンボリーを振り返ることができ、盛り

上がった会になりました。 

４月の集会では会話のほとんどなかった１団と７団のスカウトも思い出話に花を咲かせていて、団を超えて仲良くなっ

た事を実感しました。スカウトの感想では、日本一が取れたこと、嬉しかったこと、悔しかったことが沢山あったけれど、参

加してよかったという声を聞くことができました。 

 

９月２９日、本来は一泊訓練を予定していたのです

が、台風の接近を考慮して一日のみの隊集会を行

いました。 

新年度最初の集会だったため、内容は基本訓練

でした。離合集散の練習・手旗・ロープワーク・コンパ

スを班長を中心として練習していきました。 

一年目のスカウトは知らないことが沢山で疲れた

様子でしたが、しっかりと練習していたのでどんどん

技術が身に付きそうです。 

それ以上のスカウトも教えることで技術の確認が

できていくので、これからの集会でも進んで後輩指

導をしてもらいたいと思います。 

  

 
 

・９月３0 日、山手地区の日本ジャンボリー報告会が予定され

ており、スカウト達は報告会への参加に先立ち、祐天寺さんで

おこなわれた「子ども食堂」に参加し、食事をいただくという

計画になっていました。 

ところが３０日は台風が近づき影響が懸念されたため報告

会は延期となり、スカウト達は「子ども食堂」のみ参加となり、

祐天寺で美味しいカレーをいただきました。 

 

（スカウト達の感想） 
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